
　師走。年内にやっておかなければならないこ
とがあれこれで、仕事や行事に追われてしま
う。毎年のことながら、今年こそはほっとひと
息入れて、新しい年を迎えたいもの。そこで、
いつもの年とは少し違った年末年始を送るため
の情報をお届けする。ひと味違う年末年始

干支モチーフの縁起皿
　
深
川
製
磁
が
毎
年
、
日
本
の
平
和
を
祈
念
し
て
製
作
し

て
い
る
「
縁
起
皿

写
真
」
が
、
今
年
も
登
場
し
た
。
２

０
１
４
年
の
干
支
「
午

う
ま

」
に
ち
な
み
、
テ
ー
マ

は
「
富
士
を
駆
け
る
天
馬
」
。
古
来
、
神
の
使
者
と
し
て

幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
て
き
た
「
天
馬
」
が
主
役

だ
。
雲
に
見
立
て
た
吉
祥
文
様
「
丸
紋
金
ミ
ル
」
か
ら
、

富
士
に
向
か
っ
て
勢
い
良
く
駆
け
出
し
て
い
る
。
来
る
年

の
飛
躍
を
予
感
さ
せ
る
よ
う
な
、
躍
動
感
あ
る
姿
で
描
か

れ
る
。

　
世
界
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
同
社
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
で
も
あ
る
富
士
山
は
、
明
治
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的

な
下
絵
技
法
の
エ
ア
ロ
グ
ラ
フ
で
染
め
付
け
た
。
ま
た
跳

ね
る
天
馬
の
鞍
に
は
「
梅
外
濃
文
様
」
を
赤
絵
付
で
描
い

く
ら

た
。
価
格
は
３
５
７
０
円
、
皿
立
て
と
化
粧
箱
付
き
。
直

径

・
７
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
深
川
製
磁

博
多
店

０
９
２
・
２
８
１
・
６
８
７
１

へ
。

捨てずに修理して使う
　
大
掃
除
で
は
捨
て
る
か
修
理
に
出
す
か
迷
う
物
が
出
て

く
る
。
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
「
修
理
の
店
を
探
す

の
は
面
倒
だ
か
ら
捨
て
て
し
ま
お
う
」
と
い
う
人
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
「
修
理
屋
さ
ん
」
が
あ

る
。
九
州
７
県
は
今
年
、
物
を
長
く
使
う
こ
と
を
推
進
す

る
た
め
「
九
州
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん

写
真
は
ス
テ
ッ
カ

ー
」
事
業
を
始
め
た
。
各
県
は
修
理
業
者
の
情
報
を
集

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。
福
岡
県
に
は

月
末
時
点
で

の
登
録
店
が
あ
る
。

　
修
理
対
象
は
衣
類
や
靴
、
時
計
、
眼
鏡
な
ど
身
に
着
け

る
物
が
多
く
、
家
具
、
自
転
車
も
あ
る
。
店
に
よ
っ
て
は

修
理
費
用
の
例
を
示
し
て
お
り
、
目
安
が
付
け
や
す
い
。

た
だ
し
実
際
の
費
用
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
事
前

相
談
し
た
ほ
う
が
良
い
。
ア
ド
レ
ス
は

もう１杯飲んでも大丈夫
　
福
岡
市
交
通
局
は

月
の
毎
週
金
曜
日
に
臨
時
列
車

「
フ
ラ
イ
デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
ト
レ
イ
ン
」
を
走
ら
せ
る
。

空
港
線
・
箱
崎
線
・
七
隈
線
で
最
終
電
車
の
発
着
を
通
常

よ
り

分
延
長
。
増
発
も
し
て
、
深
夜
ま
で
混
み
合
う
年

末
の
車
内
を
少
し
ゆ
っ
た
り
と
さ
せ
る
狙
い
だ
。
接
続
す

る
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線

姪
浜
―
筑
前
前
原

と
西
鉄
貝
塚
線

貝
塚
―
西
鉄
新
宮

も
臨
時
列
車
を
運
行
す
る
。

　
金
曜
日
は
筑
前
前
原
行
き
最
終
電
車
が
博
多
０
時

分

発
、
天
神
０
時

分
発
と
な
る
。
箱
崎
線
は
貝
塚
行
き
最

終
が
天
神
０
時

分
発
、
七
隈
線
は
終
電
が
天
神
南
を
０

時

分
に
出
る
。
運
行
日
は

月
６
日
、

日
、

日
と

日
の
４
日
間
。
普
段
は
飲
み
会
終
盤
で
時
計
が
気
に
な

る
人
も
、
忘
年
会
で
は
「
あ
と
も
う
１
杯
」
が
落
ち
着
い

て
楽
し
め
そ
う
。

　
運
行
時
刻
や
本
数
の
問
い
合
わ
せ
は
、
福
岡
市
交
通
局

０
９
２
・
７
３
４
・
７
８
０
０

へ
。

ビルの屋上がカキ小屋に
　
天
神
の
中
心
で
カ
キ
を
焼
く
―
。
夏
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

で
お
な
じ
み
の
福
岡
ビ
ル

福
岡
市
中
央
区

の
屋
上

に
、
今
年
の
冬
は
初
め
て
カ
キ
小
屋
が
お
目
見
え
。

月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
磯
貝
め
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
か
き
ご
や
」

は
新
鮮
な
カ
キ
を
１

１
２
０
０
円
か
ら
味
わ
え
る
。

街
な
か
で
本
格
カ
キ
焼
き
が
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
大
盛

況
。
平
日
は
３
０
０
人
以
上
、
土
日
は
４
０
０
人
以
上
の

客
で
に
ぎ
わ
う
。

　
カ
キ
以
外
も
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
る
が
、
一
番
人

気
は
や
っ
ぱ
り
カ
キ
。
寒
さ
に
つ
れ
て
大
き
さ
が
増
す
福

岡
県
糸
島
産
「
み
る
く
が
き
」
が
好
評
と
か
。
営
業
時
間

は
昼
の
部

―

時
、
夜
の
部

―

時
。
夜
の
み
入
場

料
１
５
０
０
円

飲
み
放
題
付
き

。
店
休
日
は

月

日
と
１
月
１
日
。
１
２
０
席
あ
る
が
予
約
し
た
方
が
確

実
。
問
い
合
わ
せ
は
磯
貝
め
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
か
き
ご
や

０
８
０
・
３
９
４
８
・
９
７
７
７

へ
。

女性起業家プランコンペ
　
新
規
事
業
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
取

り
組
み
は
じ
め
た
事
業
を
大
き
く
し
た
い
―
。
そ
ん
な
福

岡
の
女
性
起
業
家
は
、
日
本
政
策
投
資
銀
行

Ｄ
Ｂ
Ｊ

が
募
集
す
る
「
第
３
回
Ｄ
Ｂ
Ｊ
女
性
新
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
年
末
年
始
の
休
み
を
使
っ
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
。

　
受
賞
者
に
は
最
大
１
０
０
０
万
円
の
事
業
奨
励
金
が
支

給
さ
れ
る
。
さ
ら
に
１
年
間
、
専
門
家
や
先
輩
女
性
起
業

家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

る
。

　
対
象
は
創
業
期
に
あ
る
女
性
経
営
者
に
よ
る
事
業
で
、

技
術
、
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
に
お
い
て
革

新
性
が
高
く
、
事
業
性
が
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
。
応
募

期
間
は

月

日
か
ら

年
２
月

日

時
必
着

ま

で
。
問
い
合
わ
せ
は
企
業
金
融
第
６
部
女
性
起
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

０
３
・
３
２
４
４
・
１
６
５
２

へ
。

地元の偉人に思いはせる
　
福
岡
県
久
留
米
市
の
石
橋
美
術
館
で
は
「
か
ら
く
り
儀

右
衛
門
展
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明

治
時
代
に
活
躍
し
た
久
留
米
出
身
の
技
術
者
で
、
か
ら
く

り
人
形
や
便
利
な
生
活
器
具
を
考
案
し
「
か
ら
く
り
儀
右

衛
門
」
と
呼
ば
れ
た
田
中
久
重
。
東
芝
の
前
身
を
作
っ
た

人
物
の
、
か
ら
く
り
人
形
を
は
じ
め
と
す
る
発
明
の
歴
史

を
実
物
、
模
型
、
パ
ネ
ル
な
ど
約
１
０
０
点
の
展
示
を
通

じ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
目
玉
は

年
８
月
に
機
械
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
た

「
弓
曳
き
童
子
」
。
和
時
計
の
最
高
傑
作
と
言
わ
れ
る

ひ

「
万
年
時
計
」
の
複
製
も
展
示
す
る
。
西
洋
技
術
の
導
入

な
ど
で
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
基
礎
を
築
い
た
一
人
と
わ

か
る
。

　
入
館
料
は
大
人
５
０
０
円
。
期
間
は
１
月

日
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

０
９
４
２
・
３
０
・
９
２
２

５

へ
。

官兵衛ゆかりの国宝
　
２
０
１
４
年
１
月
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師

官
兵
衛
」
の
放
送
が
始
ま
る
。
福
岡
市
博
物
館

福
岡
市

早
良
区

で
は
、
黒
田
家
ゆ
か
り
の
重
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
期
間
限
定
で
展
示
し
て
い
る
。

月

日
ま
で
は
、

豊
臣
秀
吉
が
官
兵
衛
の
息
子
黒
田
長
政
に
宛
て
た
朱
印
状

で
こ
ち
ら
は
本
邦
初
公
開
と
な
る
。

　

年
１
月
５
日
―
２
月
２
日
は
織
田
信
長
が
官
兵
衛
に

授
け
た
国
宝
の
名
物
「
圧
切
長
谷
部
」

へ
し
き
り
は
せ

べ

と
い
う
刀
を
公
開
。
２
月
４
日
―
３
月
２
日
は
官
兵

衛
が
小
田
原
攻
め
で
降
伏
を
説
得
し
た
北
条
氏
か
ら
仲
介

の
礼
と
し
て
受
け
取
っ
た
国
宝
太
刀
名
物
「
日
光
一
文

字
」
が
公
開
さ
れ
る
。

　
観
覧
料
は
一
般
２
０
０
円
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時
半

か
ら

時
半
ま
で
。
月
曜
休
館
。
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜

休
み
。
問
い
合
わ
せ
は

０
９
２
・
８
４
５
・
５
０
１

１

へ
。

中洲に新名所「一蘭屋台」
　
い
よ
い
よ
冬
本
番
。
暖
か
い
屋
台
で
肩
を
寄
せ
合
い
、

う
ま
い
酒
を
飲
み
つ
ま
み
に
箸
を
の
ば
す
。
そ
し
て
締
め

は
ラ
ー
メ
ン
。
そ
ん
な
屋
台
を
愛
す
る
福
岡
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
う
っ
て
つ
け
の
新
名
所
が
福
岡
市
博
多
区
中

洲
に
登
場
し
た
。
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
「
一
蘭
」
が
経
営

す
る
屋
内
屋
台
「
一
蘭
屋
台
」
だ
。
場
所
は
中
洲
西
大
橋

そ
ば
。
た
く
さ
ん
の
赤
い
ち
ょ
う
ち
ん
が
目
印
の
一
蘭
本

社
１
階
。

人
は
楽
に
座
れ
る
。
ネ
オ
ン
や
看
板
は
ど
こ

か
懐
か
し
い
昭
和
の
屋
台
を
連
想
さ
せ
る
。
同
社
社
長
室

の
小
島
里
江
子
さ
ん
の
お
薦
め
メ
ニ
ュ
ー
は
「
豚
の

巻
」
。
ト
マ
ト
や
レ
タ
ス
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
チ
ー
ズ
な
ど

を
豚
バ
ラ
で
巻
い
た
。
「
野
菜
が
取
れ
る
の
で
女
性
に
も

人
気
」

小
島
さ
ん

だ
と
か
。
も
ち
ろ
ん
ラ
ー
メ
ン
の

注
文
も
Ｏ
Ｋ
。
２
階
か
ら
お
か
も
ち
に
入
れ
て
出
前
し
て

く
れ
る
。

時
間
営
業
。
年
中
無
休
。
問
い
合
わ
せ
は

０
９
２
・
２
６
２
・
０
４
３
３

へ
。
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